
ねらい 超筐品の状態にしだ酸素やボ

几9、 紹屯導状徳になったセラミソタス（／〉様

を観祭させ、 晶良変化にくこる『:JO)i生冒の

変化にぶれさせる。

---り---------,
液休空素 を使うと、マイナス196度まで、初を

冷やずことがで苔る。

O液体窄累は、 次J)ようにして作る。

。空気に高い圧力(25�150気圧）
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をかけて圧縮すると、 熱が発牛—

するつ こぴ）熱を水で冷やす。

冷やしだ役、 広い空間に急激に

膨張させると' 空気は高い庄カ

をかけだ峙tりも低温になる。

低渥になった空気 に、 外部の噌

気と一緒に干力をかけ、 庄網す

c"
 

入3

e 圧縮した後、 急激に膨張させる

と、 前よりも更に低温になる0

どんどん低温になり、 液体空素の沸点(-196)良）

になると、 窒素は設体になる。
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。酸索ボンベ

。ジュワ ー ビン

とコム風舶

(1)風船に酸累を入肛て、風船をふく

。液体窄素
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 ポ ー ルを液体窒累

の中に入れる。（ホ ー ルを

ゆっくり回転させて、 全

体が凍るようにするつ） 液体窯索

CJコムが凍って、 ボ ー ル(!)丈いながなくなる。

(2)凍ったカラー ボ ー ルを, 2�3cm上か：落とず。

だカラー ボ ー ル�は、

ような音を出す。

(3)凍コたカラ

ピンぷン玉が弾む時の

ます。

(2)酸素でふくらませた風舶を液休窒雫に入れる。

0液体度素かできてくると、

風舶の中の体杖か減少して\

風吼合はしほんでくる。

〇風舶Uー） 衷に州まった液体酸素

が、 決青色に発丸Jるのか兄，tるようになる。

齋酸累のi弗 ，立は、 マ イナス1S3)旦なので‘

Ci)中に入いると、 官易に液化す

ボ ー ！レを床に投けて、粉砕すろ。

Oホ ー ルは、 爆発音を1廿して、粉々に割れる。

O凍-:,、t� コムCf)破/'1は、 しばらくすると、 元のゴ

ムの状態に戻るぐ

3 。 超電導硯象を観察する

0液体窄素で趙電碍セ予ミックスを冷やすと 、 ヤ

ー
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※液体空素豆）中 か 風船を出すと、 中の麿素は気

ラミックスは、

超軍導状態にな

る。

O娯竃導 状 態に

な二），だセラミゾ

クスに応石を近づけると、 ヤ戸ミックスをとり

凸むように渦巻きの電況が流れだす。

0この電流が作り出す磁j」祝と、 如石が作り出す

磁力綜が相殺するようになり、磁{-1かセラミッ

クスのIこに浮くD

化して、 凰舟合は元のふく みに戻る。
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